
Ｊ・Ｐ・ゲッティ美術館・国立西洋美術館共催 ２００９年国際シンポジュウム 

「美術・博物館コレクションの地震対策」 

 

                               ０８．９．９ 

０６年にロサンゼルスのゲッティ美術館ならびにゲッティセンターの主催で

Protecting Collections from Earthquake Damage と題して、広く文化財を所蔵する

機関に向けた地震対策の国際シンポジュウムが開催されました。 

その後、毎年、地震多発国から招かれた発表者によって、同一主題の移動国際シン

ポジュウムがイスタンブール、アテネと開催されました。各国の文化背景は元より、

地震とのつきあい方の違いを反映しながら、それぞれ特徴あるシンポジュウムが行

われました。このシンポジュウムの開催目的は美術・博物館学芸員、保存担当者な

らびに行政担当者などを対象に、地震多発地域の大学研究者、美術・博物館担当者、

建築土木の現場等の経験に基づき、地震とその被害対策の必要性を喚起し、その理

念と最新の技術情報を共有することにあります。 

この流れの中、ゲッティ美術館の要請により、来年０９年は国立西洋美術館で開催

されることとなりました。 

日程としては、来年は国立西洋美術館創設５０周年に当たり、多くの行事がありま

すが、シンポジュウムは７月２１－２３日が予定されています。 

 

これまで発表者はゲッティ美術館が招待した１０数名程度に加え、各開催地の主催

者が招聘した専門家によって構成され、修復家、展示技術者、レジストラー、地震

工学研究者、その他に美術・博物館担当者等によって組織されています。我が国で

の開催では、大きなテーマとして、日本特有の地震防災の問題点に焦点を当て、こ



れまで地震対策の現場で、多くの関係者によって得られた経験から、シンポジュウ

ムを構成していきたいと考えております。 

これまで地震対策に邁進されて来られた方々の御助言と御参加を仰ぎながら、０９

年の東京会場のシンポジュウムを成功させたいと考えております。皆様の御協力の

ほどを御願い申し上げます。 
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